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１．研究計画の概要 

整数論において, イデアル類群などの代数的
対象とゼータ関数などの解析的対象を関連
づける岩澤理論は, 今日様々な方向へ一般化
され, 多くの研究者によって研究されてい
る分野である.  

本研究は, 既に整備されつつあるアーベル数
体における岩澤理論の諸結果を虚二次体上
のアーベル拡大体を含めた一般の代数体に
拡張することである. 

また, 岩澤理論に現れる様々な予想の相互関
係についても研究する. 

 

２．研究の進捗状況 

（１）p を奇素数, F_m を有理数体に１のｐ
＾｛ｍ＋１｝乗根を添加した体とする. また 
A_m を F_m のイデアル類群の p シロー部分群
とする. F_{∞}=∪F_m に対し, cyclotomic
指標をガロア群の分解 Gal(F_{∞}/ Q)≅
Gal(F_0/Q)×Gal(F_{∞}/F_0)に伴い, ω×
κと分解する. 任意の整数 m（≧0）と偶数 j
に対し, 次のガロア加群としての完全列が 
存在することを示した. 
0→Hom_{Z_p}(X_{0,j}^{(m)}, Q_p/Z_p (1)) 
→A_m^{ω^{1-j}} →(U_m/I_m  U_m)^{ ω 
^{1-j}}→(U_m/G_m)^{ω^{1-j}} → 0 
ここで, γを Gal(F_m/F_0)の位相的生成元
とし,X_{0,j}^{(m)}=X^{ω^j}/(γ^{p^m}-
κ(γ^{p^m}))X^{ω^j}は岩澤加群の商, U_m, 
I_m, G_m はそれぞれ F_m の局所単数群, 
Stickelberger イデアル,ガウス和の成す群
である. また, この完全列の射影極限をと
ることにより, 無限次における完全列も得
られる. 
（２）F を総実代数体とし, L を F 上の有限

次アーベル拡大体, S を F の素点の有限集合
で無限素点とL/Fで分岐する素点を含むもの
とする.この設定の下, 以下の２つの未解決
予想がある.整数 n≧ 0に対し, Θ_S (n)=Σ
ζ_{F,S}(σ,-n)σ^{-1}とおく. 
Brumer 予想 ann_{Z[G]}(μ_L)Θ_S (0) ⊆
ann_{Z [G]}(Cl_L). (μ_L は Lに含まれる 1
の巾根全体.) 
Coates-Sinnott 予想 n≧1 を整数とすると, 
ann_{Z [G]} (tor_{Z} (K_{2n+1}(O_L))) Θ
_S (n) ⊆ ann_{Z [G]} (K_{2n}(O_L)).  
得られた結果は以下のとおりである. 
p を奇素数とする. 以下の I～IV を仮定する
と, Coates-Sinnott 予想の p-part は正しい. 
I. Quillen-Lichtenbaum 予想.  
II. S は pの上の素点を全て含む.  
III. L_m=L(ζ_{p^{m+1}})とおくと, 十分大
きい mに対する拡大 L_m/Fでの Brumer 予想. 
IV. p ∤Π_{v |p} w_n(L_v)}{w_n(L)} }. 
(体 L に対し, w_n(L は Gal(L(ζ_N)/L)^n=1 
となる最大の整数 Nを表す.) 
 
３．現在までの達成度 

代数体の整数環のＫ群に関する構造を調べ
る過程で, アーベル数体における代数的元と
岩澤加群に関するある完全列の存在を示す
ことができた. これは, 岩澤主予想の精密化
になっていると考えられる. この結果を虚二
次体上のアーベル拡大体を含め一般の代数
体に拡張したいが, 現在証明の途中である. 

また, 岩澤理論に現れる予想で, 特に Brumer
予想と Coates-Sinnott 予想との関係につい
て結果を得ることができた. 以上のことよ
り, 研究はおおむね順調に進展していると
考えられる. 
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４．今後の研究の推進方策 
昨年度までの研究の続きである,代数体上の
アーベル拡大体における Brumer 予想と
Coates-Sinnott 予想の関係について, 研究
する. イデアル類群がStickelberger元で零
化されると主張する Brumer 予想は, 整数環
のK群が部分ゼータ関数の特殊値から作られ
る , あ る元 で 零化 され る と主 張 する
Coates-Sinnott 予想を導くということを考
察していたが, その際に置いた仮定を取り
除きたいと考えている. 
また, 昨年度までに証明した, アーベル数
体における代数的元と岩澤加群に関する完
全列の存在を一般の代数体に拡張する予定
である. 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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